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1．はじめに

　高等教育分野においてはe－1earningの普及が急速に進んでおり，　eラーニ

ング白書（2006／2007年版）にはいろいろな学習形態での実践報告がなされ

ているが，e－learningを利用した学習形態の1つにブレンディッドラーニン

グがある。Harvey（2003）によれば，ブレンディッドラーニングはもとも

と伝統的な教室でのトレーニングとe－learningを結びつけるために用いられ

た用語だが，現在では学習成立のために次元の異なるメディアや複数の学習

を組み合わせる学習形態のことを指すようになってきている。本研究におけ

るブレンディッドラーニングとは，従来の対面での学習とe－learningでの学

習とを組み合わせた学習形態を指す。従来の大学での授業形態は，大きく分

けると講義型と演習型がある。それらの授業形態によって，e－learningの適

用範囲や教育効果を期待する部分は異なると考えられる。

　筆者らは，ブレンディッドラーニング授業での活用を念頭においた

e－learning学習支援システムを開発し，2004年9月から稼動しはじめ，教材

開発や授業実践を通してシステムの改良を進めながら，その有効活用とより

よい授業設計への知見を得ることを目的に研究を進めてきた（北原他（2004，

2005），安達他（2005，　2006），中尾他（2005a））。これらの研究を通して，開

発したシステムは講義型および演習型の授業でのブレンディッドラーニング

利用が可能である，という結果を得た。そして，さらに学習効果を高めるた

めには，授業形態に合わせた教材開発やツールの活用法，学習者に応じた学

習支援やナビゲーション機能，授業時間内外の学習者の学習状況のモニタリ
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ングと活用方法，ブレンディッドラーニングでの授業モデルの構築などの課

題がある。

2．研究の目的と方法

　ブレンディッドラーニングを行う場合，学習者が意欲的に取組めるように

工夫するだけでなく，対面授業とe－learningの効果的な連携を図ることによ

り，学習効果向上に寄与するような学習環境を提供することが望ましい（宮

地他（2005））。演習型学習形態の場合，学習者は授業中および授業時間外で

の課題解決のための利用が中心になることから，e－learningで同期および非

同期の両方で利用できる学習環境を提供すること，また，学習効果を高める

ためには演習を支援する機能を提供することが必要であると考える。そし

て，プログラミング演習の場合，通常学習者は言語習得のための学習環境と

e4earning環境の両方を使うことになるため，　e－learningの利用が学習者に

とって負担にならないようなブレンディッドラーニングを設計・実践する必

要がある（中尾他（2005b，2006），生田目（2005））。

　本研究では，演習型のプログラミング授業の中で実施した3回のアンケー

トを分析することにより，演習型学習形態によるプログラミング学習での

効果的なブレンディッドラーニングを設計・実践していく上での示唆を得

ることを目的とする。本研究で対象とする演習型のプログラミング授業で

は，e－learning学習支援システムを利用しはじめて2007年度で4年になる。

2005年度の授業実践については，本学の論叢第9号（北原他（2005））に報

告済みであるが，3回のアンケートのうち授業終了時に実施したアンケート

をもとに，システムおよびシステム利用による授業評価を行った。今回は，

3年目である2006年度に行った授業実践を対象とし，授業開始時のアンケー

トから得られたプログラミングに対する関心の度合いによって学生をグルー

プ化し，後の2回のアンケートをもとに，それらのグループ間でブレンディッ

ドラーニング利用についてどのような違いがみられるかを分析する。
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3．授業実践の概要

　実践した授業は，2006年度前期に行った社会情報学科デジタルテクノロ

ジーコース2年次選択必修科目「VisualBasic基礎」2クラスである。履修

者数はそれぞれ51名，26名である。

　本授業は，オブジェクト指向言語の一つであるVisual　Basic（以下，　VB）

を使って，基礎的・基本的なプログラミングの考え方や技法を学習すること

を目的にしている。受講生は，本科目履修前に少なくともC言語によるプロ

グラミング演習を体験してきている。本演習では，まず教科書の例題を解説

したあとに，各自でそのプログラムを実際に動作確認することにより理解さ

せ，練習問題に進むという形式をとり，毎回その時間に取り組んだ問題の中

から2問を課題として提出させることにした。

　授業で利用したe－learning学習支援システムの概要を図1に示す。学習

者は，受講支援システムにログインし，表示される受講科目一覧の中から

「VisualBasic基礎」を選択して学習を進めていく。

ベースプラットホーム

受講支援

システム

受講支援

ツール

登録教材 外

データベース

管理ツール 授業定義

システム

外部教材

図1　システムの概要
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　本授業での受講支援システムの利用は，授業内容の概要と教材の提示，

Webツールの掲示板アンケート，ファイルアップロードである。受講支

援システムの使い方については，3回目の授業時に説明している。授業と利

用したシステムの機能について表1に示す。

表1授業内容と利用したシステム機能

授業内容 利用したシステム機能

第1回　オリエンテーション 教材：提示用教材（授業の概要などの説明）

第2回　第1章VisualBasicNET入門
教材：提示用教材（VB．NETによるプログラ
ミング入門解説）

第3回　第2章文字の表現と簡単な計算（1）
教材：提示用教材（プログラム作成手順）

Webツール：掲示板，アンケート

第4回　第2章文字の表現と簡単な計算（2）
教材：提示用教材（例題の解説）

Webツール：掲示板ファイルァップロード

第5回　第3章プログラムの飛越しと分岐（1）
教材：提示用教材（分岐処理の説明）

Webッール：掲示板，ファイルァップロード

第6回　第3章プログラムの飛越しと分岐（2）
教材：提示用教材（分岐処理の説明）

Webツール：掲示板ファイルァップロード

第7回　第3章練習問題取り組み Webツール：掲示板，ファイルァップロード

第8回　第4章プログラムの繰り返し（1）
教材：配布用教材（繰返し処理の流れ図作成）

Webツール：掲示板アンケート，ファイルアッ
プロード

第9回　第4章プログラムの繰り返し（2） Webツール：掲示板ファイルァップロード

第10回　第5章プログラムの分割と構造化
教材；提示用教材（プログラムの分割と構造
化の説明）

Webツール：掲示板ファイルァップロード

第11回　配列について（第4・5章例題）
教材：提示用教材（配列処理の説明）

Webツール：掲示板ファイルァップロード

第12回　最終課題の取り組み（1）
教材：提示用教材（VBNETファイル構成），
最終課題説明文書Webツール：掲示板，アン
ケート，ファイルアップロード

第13回　最終課題の取り組み（2）
教材：最終課題説明文書

Webツール：掲示板ファイルァップロード

　提示用教材は，教科書の各章の内容例題の解説，動作環境の説明などに

ついてパワーポイントまたはワードを利用して作成した。

Webッールは，掲示板，ファイルアップロード，アンケート機能を利用し
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た。掲示板は，補足説明やヒント，提出課題の指示などの伝達事項およびQ

＆Aに利用している。ファイルアップロード機能は，課題の提出のために使

用している。

亡膿鋸紗綴嬢醸竃中尾先生200？柵溺棚測削s＄キ・一一：「＝盤翻

　第4章の例題4－1と4－3，練習問題4－2のexeファイルをファイルアップロード機能を使って提出してください。
　exeファイル（abinフォルタの中にあります。

r糠習問題4－－2中尾先生20ぽ斑刷鋤鍛削li，sキー：一難鰯

　　nの値として12よりも大きい値が入力されたときは，エラ・一一・Hメッセージを表卑るように工夫してみましょう。

　　灘劉IO・’752－57．j－j・－u．ac．j，］・M・zllla／4吐・m，・tlble．　MSIE・6．・、　Wl，d・，・。・NT・5．1、SW・・、・．NET・CLR1・．1・，4322、　inf。P，・h．1）

e夏雌ぱ8蝋闘数⑳使い方鞭1隠4－3）中尾先生囚騨綱励俗纐肖ll齢一：一圏

　キーボードからデータを入力するときにlnputBo×関数を使うと，　Windowsのプログラムらしくなります。使ってみましょ

　う。たとえぱ，
　　㎞zu＝InputBo気￥”整数を入力してください￥”、￥”整数入力￥”）

　と書くと，実行時にタィアログポックスが表示され，「整数を入力してください」というメッセージが表示され，入力した

　整数がkazuに設定されます。　N’イアログポックスのタイトル表示がf整数入力」になります。

　鐡翻inc752－57．jurnonji－・u．ec，i，］M・z川・／4．e・（k・・m，…ib・le．　MSIE　6．OI　WInd醐・NT　51，sW、　NET　CLRlt4322、　lr，f。P、・h．1）

図2Webツール　掲示板の例

4．アンケートの集計結果と考察

　授業の中でアンケートを3回実施した。第1回目は，あらかじ受講生の状

況を把握するために，授業開始時（第3回授業時）にコンピュータ操作やプ

ログラミングに関するアンケート（以下，開始時アンケート）を実施した。

第2回目は，授業の中頃（第8回授業時）に授業の進みかたや課題の量につ

いて確認するためにアンケート（以下，中間アンケート）を実施した。第3

回目は，授業終了時（第12回授業時）に受講支援システムの評価に関する

アンケート（以下，終了時アンケート）を実施した。これらの3回のアンケー

トは，受講支援システムのアンケート機能を利用して実施した。履修者の中

にはDTコース以外の学生も含まれているが，集計ではDTコースに所属す

る学生のみを対象としている。
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4．1　開始時アンケートについて

　回答は5件法（「あてはまる」を5，「あてはまらない」を1）で行った。

回答者数は66名であり，そのうち大学入学前のプログラミング学習の経験

者はわずか8名で，ほとんどの学生が入学後に初めてプログラミングを学習

している。

　結果を表2に示す。受講生の8割以上がコンピュータ操作は好きな方であ

る（Q2）と回答しているが，得意であるかどうか（Q3）については，得意

な方であるという回答が2割，苦手な方であるという回答が3割強であっ

表2コンピュータとプログラミングに関しての集計結果

質　問　内　容 回 人数　割合

Q1　コンピュータに興味がある。 あてはまる

ややあてはまる

どちらともいえない

あまりあてはまらない

あてはまらない

33　50．0％

23　34．8％

9　13．6％

1　1．5％

0　0．0％

Q2　コンピュータ操作が好きである。 あてはまる

ややあてはまる

どちらともいえない

あまりあてはまらない

あてはまらない

29　43．9％

24　36．4％

10　15．2％

2　　3．0％

1　　1．5％

Q3　コンピュータ操作は得意である。 あてはまる

ややあてはまる

どちらともいえない

あまりあてはまらない

あてはまらない

1　1．5％

12　18．2％

31　47．0％

18　27．3％

4　　6．1％

Q5　プログラミングに興味ある。 あてはまる

ややあてはまる

どちらともいえない

あまりあてはまらない

あてはまらない

8　12．1％

24　36．4％

22　33．3％

6　　9．1％

6　9．1％

Q6　プログラミングが好きである。 あてはまる

ややあてはまる

どちらともいえない

あまりあてはまらない

あてはまらない

8　12．1％

17　25．8％

21　31．8％

14　21．2％

6　9．1％

Q7今まで受けたプログラミング授業は理解できた。 あてはまる

ややあてはまる

どちらともいえない

あまりあてはまらない

あてはまらない

4
0
0
∂
り
ム
ー
⊥

　
－
⊥
－
⊥
り
4
1

6．1％

15．2％

28．8％

33．3％

16．7％
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た。プログラミングについては，半数近くの受講生が興味を持っているが，

プログラミングの好き嫌いについての回答はそれぞれ1／3ぐらいずつに分か

れた。また，今までに受けたプログラミング授業を理解できた（Q7）と思っ

ている学生は2割程度と少なかった。

　「コンピュータに関する講義や演習の授業全般について感じていること」

を自由記述で書いてもらっているが，「難しいけどやりがいがあって，でき

たときの達成感があって楽しい」「ちゃんとやればできる」といった好意的

な記述は少なく，「授業についていくのが大変」「授業内の時間では理解する

のが難しい」「プログラミングはあまり理解できていない」というような記

述のほうが多かった。ただし，「進む速度をゆっくりしてほしい」という要

望や「理解できるようにがんばる」という気持ちも記述されており，プログ

ラミング学習を拒否しているわけではないことが感じとれる。学習者一人ひ

とりへのきめ細かな対応が学習者の意欲や理解度を高めることにつながると

思われる。

4．2　中間アンケートについて

　回：答者数は61名である。全体の集計結果を表3に示す。8割以上の受講

生は，受講支援システムの「使いやすさ」「有用性」「教科書の分かりやすさ」

について高い評価をしている。また，「授業の進むペース」「課題の量」につ

いてもちょうどよいと感じているが，進むペースが速い，課題が多すぎると

感じている受講生もいることがわかった。掲示板をあまり読んでいない受講

生が3割近くいるが，課題を解決する上で特に困ったということはなかった

と思われる。プログラミングの好き嫌いの変化については，好きになったと

回答した受講生は4割である。その理由として，プログラミングに対する理

解が深まったことや完成したときの喜びや達成感を挙げている。これらは他

のプログラミング授業などの影響もあると思われる。C言語よりVB言語や

Java言語の方が分かりやすいと感じている受講生もいる。ただ，言語の特

徴ということもあるが，C言語の学習は他の言語より先行しているため，学

習内容がより難しくなっていることも大きく関係しているようである。
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表3中間アンケート集計結果

質　問　内　容 回 人数　割合

Q1受講支援システムは使いやすいですか。 とても使いやすい

どちらといえば使いやすい

あまり使いやすくない

イ吏いにくい

17　23．9％

43　60．6％

11　15．5％

0　　0．0％

Q2受講支援システムの掲示板を読んでいますか。 よく読む

時々読む

あまり読まない

まったく読まない

24　33．8％

26　36．6％

15　21．1％

6　　8．5％

Q3受講支援システムは役に立っていますか。 とても役に立っている

どちらかといえば役に立っている

あまり役に立っていない

役に立っていない

20　28．2％

40　56．3％

8　11．3％

3　　4．2％

Q4教科書は分かりやすいですか。 とても分かりやすい

どちらかといえば分かりやすい

あまり分かりやすくない

分かりにくい

40　56．3％

25　35．2％

5　　7．0％

1　　1．4％

Q5　授業の進むペースはちょうどいいですか。 ちょうどよい

早すぎる

遅すぎる

58　81．7％

13　18．3％

0　　0．0％

Q6課題の量はちょうどいいですか。 ちょうどよい

多すぎる

少なすぎる

62　87．3％

9　12．7％

0　　0．0％

Q10　プログラミングは楽しいですか。 とても楽しい

どちらかといえば楽しい

あまり楽しくない

まったく楽しくない

4
ワ
」
5
5

1
⊥
り
0
1
↓

19．7％

52．1％

21．1％

7．0％

Q11　以前よりプログラミングが好きになりましたか。はい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫌いになってきた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変わらない

31　43．7％

6　　8．5％

34　47．9％

Q13　あなたはプログラミングに向いている性格だ
　　　と思いますか。

はい

いいえ

どちらともいえない

7　　9．9％

24　33．8％

40　56．3％

Q14　あなたは将来システム開発の仕事に就きたい
　　　と思っていますか。

はい

いいえ

わからない

11　15．5％

24　33．8％

36　50．7％

4．3終了時アンケートについて

　授業終了時に行ったアンケート項目は，2005年度に実施したアンケート

とほぼ同じであり，回答は5件法（5：あてはまる，4：ややあてはまる，3：

どちらともいえない，2：あまりあてはまらない，1：あてはまらない）で行っ

た。回答者数は59名である。集計結果を図3に示す。2005年度の結果と比

較するため，質問項目の回答平均値を用いた。

一 58一



プログラミング演習でのブレンディッドラーニング利用による学習効果に関する分析

　　　　　　　　　　　受講支援システムは使いやすかった。

　　　　　　　　受講支援システムはすぐ使えるようになった。

　　　　　受講支援システムの操作方法はわかりやすかった。

　　　　　　　　　　受講支援システムを使うのは楽しかった。

　受講支援システムの画面レイアウトは全体的に見やすかった。

　　　受講支援システムで用意されている機能に満足している。

　　　　　これからも授業で受講支援システムを使ってみたい。

授業で何をどのように進めるのかという手順が分かりやすかった。

　　　　　　　　　　　　　　学習内容を理解しやすかった。

　　　　　　　　　　　　　先生の説明がわかりやすかった。

　　　　　　　　　　　　教材（資料）を参照しやすかった。

　　　　　　　　教材（資料）の保存や印刷がやりやすかった。

　　　　　　　　　外部教材へのリンクは積極的に活用した。

　　　　　　　　　　　　　　掲示板を積極的に参照した。

　　　　　　　　　　　掲示板には積極的に書き込みをした。

　　　　　　　　　　　　　　　学習への意欲が高まった。

　　　　　　　　　　　　　　　授業に集中しやすかった。

　　　　　　　　　　　　　　　先生に質問しやすかった。

　　　　　クラスの人たちとコミュニケーションがとりやすかった。

　　クラスの人たちの情報を知ることができ学習しやすかった。

　　　　クラスの人たちと協力しながら作業を進めやすかった。

　　　　　　　　予習（資料の準備も含む）がやりやすかった。

　　　　　　　復習（課題の取組みも含む）がやりやすかった。

　　授業時間以外にも受講支i援システムを積極的に利用した。

図3　終了時アンケートの結果

　受講支援システムの「使いやすさ」「習熟しやすさ」「操作方法のわかりや

すさ」「教材の参照しやすさ」「画面レイアウト」については，高い評価が得
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られた。そして，「システムの機能に満足」「これからも使ってみたい」につ

いても同じような結果が得られたことから，本システムが受講生に肯定的に

受け入れられたことが分かった。システムを活用した授業に関しては，「掲

示板を積極的に参照した」受講生も多く，「授業の手順が分かりやすい」「教

材を参照しやすい」「授業に集中しやすい」について高い評価が得られた。

2005年度の評価結果と比べ，いずれも2006年度の方が高めの評価になって

いることから，システムや教材の改善が評価につながっているのではないか

と思われる。協調活動に関する質問に対する評価は低くなっているが，本授

業が協調学習形態ではなかったことによると考えられる。

　学習に一番役に立ったこと（自由記述）としては，次のようなことが挙げ

られている。

　・掲示板教材，授業内容をいつでも参照することができる

　・課題や補足説明，内容の確認が何度もでき，学習を進めやすかった

　・ファイルアップロード機能を使うことで，課題提出が簡単でやりやす

　　かった

　・提出した課題の一覧が表示されるので，提出課題の確認がしやすかった

ことなどが挙げられている。

　これらの結果から，受講支援システムが授業を受ける上で役立ち，授業で

の受講支援システムの利用が学習を支援することができたと考えられる。

　受講支援システム全体に対する改善点や要望（自由記述）としては，

　・教材の一覧表示の表示順を変えられるとよい

　・アップロードしたファイルの一覧表示で並べ替えができるとよい

　・提出したファイルの実行確認ができたらいい

などがあげられている。

4．4　学生の類型化による分析

　授業開始時のアンケート結果をもとに，学生をプログラミングに対する関

心の度合いによってグループ化し，それらのグループ間でブレンディッド

ラーニング利用についてどのような違いがあるかを分析する。プログラミン

グに対する関心の度合いは，開始時のアンケート項目のQ5（興味）とQ6（好

き）の回答値を用いて，次式で算出した値とする。
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プログラミング演習でのブレンディッドラーニング利用による学習効果に関する分析

　　　関心の度合い　＝　Q5の回答値　＋　Q6の回答値

　その値をもとに学習者を3つのグループに分類する。グループ構成を表4

に示す。

表4開始時アンケートによるグループ構成

グループ 関心度合い 人数

A 8～10 19名

B 6．7 20名

C 2～5 20名

　次に，グループごとに中間アンケートおよび終了時アンケートの項目につ

いて集計して，それらの結果にグループ間の違いがあるかを分析する。

　（1）中間アンケートによるグループ比較

　中間アンケートのうち7項目について各グループの回答状況（割合）を集

計した結果を表5に示す。

　受講支援システムの使いやすさ（Q1）と役に立つ（Q3）ということにつ

いての回答結果は，AグループとCグループは同じような傾向が見られ，否

定的な回答をした受講生が存在する。掲示板を読むこと（Q2）については，

Cグループで肯定的な回答が多く，努力している様子がみられる。授業の進

むペース（Q5）と課題の量（Q6）については，　Bグループに早すぎるや多

すぎると回答した受講生が他グループより多い。進むペースが早く，課題も

多すぎると回答した受講生はAグループ1名，BグループとCグループがそ

れぞれ2名である。

　プログラミングの楽しさ（Q10）については，　Cグループが楽しくないと

いう否定的な回答者が多い。授業半ばになっても楽しさを感じるところまで

にはいっていない。また，プログラミングが好きになった（Q11）という回

答者の割合もCグループがもっとも少ない。好きになった理由（自由記述）

として，Cグループでは「VB言語になって授業がおもしろく，分かりやす

くなった」というような学習する言語が変わったことによる理由が挙げら

れている。Cグループの中には，1年次のC言語によるプログラミング学習

でつまずいてしまった受講i生が含まれていると思われる。それに対して，A
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表5中間アンケート　グループ別集計結果

Aグループ　Bグループ　　Cグループ
　19名　　　18名　　　　18名

QIQ1受講支援システムは使いやすいですか。
　　　　とても使いやすい

　　　　どちらかといえば使いやすい

　　　　あまり使いやすくない

　　　　使いにくい

36．8％

42．1％

21ユ％

0．0％

11．1％

88．9％

0．0％

0．0％

27．8％

50．5％

22．2％

0．0％

Q2受講支援システムの掲示板を読んでいますか。

よく読む

ときどき読む

あまり読まない

まったく読まない

36．8％

26．3％

26．3％

10．5％

38．9％

22．2％

38．9％

0．0％

27．8％

55．6％

5．6％

11．1％

Q3受講支援システムは役に立っていますか。

　　　　とても役に立っている

　　　　どちらといえば役に立っている

　　　　あまり役に立っていない

　　　　役に立っていない

36．8％

47．4％

10．5％

5．3％

11．1％

77．8％

11．1％

0．0％

33．3％

50．0％

11．1％

5．6％

Q5授業の進むペースはちょうどいいですか。

　　　　ちょうどよい

　　　　早すぎる

　　　　遅すぎる

84．2％

15．8％

0．0％

63．2％

31．6％

0．0％

88．9％

11．1％

0．0％

Q6課題の量はちょうどいいですか。

　　　　ちょうどよい

　　　　多すぎる

　　　　少なすぎる

94．7％

5．3％

0．0％

68．4％

26．3％

0．0％

88．9％

11．1％

0．0％

Q10　プログラミングは楽しいですか。

　　　　とても楽しい

　　　　どちらかといえば楽しい

　　　　あまり楽しくない

　　　　まったく楽しくない

26．3％

73．7％

0．0％

0．0％

21．2％

47．4％

26．3％

0．0％

0．0％

33．3％

50．0％

16．7％

Q11以前よりプログラミングが好きになりましたか。

はい

嫌いになってきた

変わらない

52．6％

0．0％

47．4％

47．4％

10．5％

36．8％

33．3％

5．6％

61．1％

グループとBグループは，言語によってというより「できたときの達成感」「プ

ログラムが作れるようなった楽しさ」というような理由を挙げている。

　次に，回答を数値化する（高評価を4，低評価を1とする4段階）ことに

より，各質問項目について分散分析によるグループ間の有意差検定を行った。

その結果，プログラミングの楽しさ（Q10）に関して1％水準でグループ間

に有意差がみられ，さらにQ10についてLSD法による多重比較を行った結

果，CグループとAグループ，　CグループとBグループに1％水準で有意差

がみられた（表6）。
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プログラミング演習でのブレンディッドラーニング利用による学習効果に関する分析

表6分散分析による「プログラミングの楽しさ」のグループ間の差異

グループ 平均 標準偏差 F値 有意差

A 3．26 0440 14043

B 2．94 0，725

1％水準であり＿　＿　＿　＿　＿　＿　一　＾　＿　＿　一　一　＿　一　一　一　一　＿　＿　＿　→　一　一　一　一　一　一　←　弁　一　一　一　一　一　→　一　一　一　一　一　一　一　一　一

多重比較（1％水準あり）

AとC，BとCC 2．17 0687

　（2）終了時アンケートによるグループ比較

　終了時アンケートの質問項目（図3）の中から8項目について各グループ

の回答状況（割合）を集計した結果を表7に示す。

全体的にはAグループ，Bグループ，　Cグループの順に評価が低くなって

いる傾向がみられる。「掲示板の参照」については，Cグループが一番積極

的に参照している結果になっているが，「システムに用意されている機能に

満足していない」割合はCグループがやや高めである。また，「授業手順の

分かりやすさ」「学習内容の理解」についてもCグループは低い評価となっ

ていることから，学習を支援しきれていないと思われる。

　次に，各質問項目について分散分析によるグループ間の有意差検定を行っ

た。その結果，いずれも有意差はみられなかった。LSD法による多重比較

を行った結果，「授業手順の分かりやすさ」に関してCグループとAグルー

プに5％水準で有意差がみられた（表8）。

　自由記述の質問について，グループ間の違いがあるか調べた。「受講支援

システムが学習に一番役立ったことは何か」という自由記述の質問に対して，

A，Bグループは「いつでも見られる」「ファイルアップロードが簡単」「授

業内容が分かりやすい」「掲示板で提出課題が確認できる」などを挙げてい

るが，Cグループでは「掲示板にヒントが書かれていた」ことを挙げている

受講生が他グループよりもやや多かった。また，「プログラミングについて

感じていること」の自由記述の質問では，Cグループは「難しい」「面倒く

さい」という記述もあるが，「VBは難しいけど，楽しい」「楽しんでやるこ

とが大切」「できるとすごく楽しい」「成功するとすっきりする」「好きになっ

た」という記述もみられた。したがって，受講支援システムの活用法や教材

および掲示板をもう少し工夫することにより，学習内容の理解や学習意欲を

高めることができるのではないかと思われる。
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表7終了時アンケート　グループ別集計結果

AグループBグループCグループ
　18名　　　20名　　　18名

受講支援システムで用意されている機能に満足している。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない

　　　　あてはまらない

42．1％

31．6％

21．1％

0．0％

0．0％

30．0％

45．0％

25．0％

0．0％

0．0％

38．9％

22．2％

27．8％

11．1％

0．0％

これからも授業で受講支援システムを使ってみたい。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない

　　　　あてはまらない

52．6％

26．3％

15．8％

0．0％

0．0％

35．0％

40．0％

20．0％

5．0％

0．0％

38．9％

22．2％

22．2％

11．1％

5．6％

授業で何をどのように進めるのかという手順が分かりやすかった。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない

　　　　あてはまらない

42．1％

47．4％

5．3％

0．0％

0．0％

30．0％

35．0％

30．0％

5．0％

0．0％

27．8％

33．3％

27．8％

11．1％

0．0％

学習内容を理解しやすかった。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない
　　　　あてはまらない

31．6％

47．4％

10．5％

5．3％

0．0％

30．0％

30．0％

35．0％

5．0％

0．0％

27．8％

22．2％

38．9％

5．6％

5．6％

教材（資料）を参照しやすかった。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない
　　　　あてはまらない

50．0％

11．1％

33．3％

5．6％

0．0％

45．0％

30．0％

15．0％

10．0％

0．0％

27．8％

27．8％

33．3％

11．1％

0．0％

掲示板を積極的に参照した。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない
　　　　あてはまらない

50．0％

5．6％

33．3％

11．1％

0．0％

40．0％

25．0％

15．0％

15．0％

5．0％

44．4％

44．4％

5．6％

0．0％

5．6％

学習への意欲が高まった。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない

　　　　あてはまらない

26．3％

42．1％

15．8％

10．5％

0．0％

25．0％

45．0％

25．0％

5．0％

0．0％

22．2％

11．1％

50．0％

11．1％

5．6％

授業に集中しやすかった。

　　　　あてはまる

　　　　ややあてはまる

　　　　どちらともいえない

　　　　あまりあてはまらない
　　　　あてはまらない

55．6％

27．8％

11．1％

5．6％

0．0％

45．0％

45．0％

10．0％

0．0％

0．0％

38．9％

27．8％

22．2％

5．6％

5．6％
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プログラミング演習でのブレンディッドラーニング利用による学習効果に関する分析

表8　分散分析による「授業手順の分かりやすさ」のグループ間の差異

グループ 平均 標準偏差 F値 有意差

A 436 0590 2，565

B 390 0889 多重比較（5％水準あり）

AとCC 3．78 0，975

5．おわりに

　本研究では，演習型学習形態によるプログラミング学習での効果的なブレ

ンディッドラーニングを設計・実践していく上での示唆を得ることを目的と

して，演習型のプログラミング授業の中でアンケ・・一・・トを3回実施し，授業開

始時のアンケートから得られたプログラミングに対する関心の度合いをもと

に学生を分類し，それらのグループ間でブレンディッドラーニング利用につ

いてどのような違いがみられるかを分析した。その結果，次のことが明らか

になった。

・ プログラミングに対する関心が高いほど，プログラミングを楽しいと感じ

　る気持ちが強い。

・ プログラミングに対する関心が低いグループと高いグループでは，授業手

　順の分かりやすさに関して差があり，低いグループの方が評価が低い。

・ プログラミングに対する関心が低い学生は，掲示板を積極的に参照してい

　るが，全体に評価が低めであり，受講支援システムの機能にあまり満足し

　ていない。

　全体的には，受講支援システムは授業を受ける上で役に立ち，学習を支援

することができたと考えられる。特に，掲示板に提出課題やヒントを載せて

いることは，関心が低い学生が掲示板を積極的に参照していることからも学

習を進める上で役に立っていると考えられる。しかし，プログラミングに対

する関心が低い学生に対しては，授業手順の分かりやすさや学習内容の理解

を助けるための教材の工夫やクイズなどの他ツールの活用方法を検討する必

要がある。さらに，学習者の学習状況や理解状況を把握しやすくするような
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学習支援機能をシステムに追加することによって，学習者の状況に応じた対

応が可能になり，学習意欲や学習内容の理解を高めることにつながると思わ

れる。

　本研究で対象とする演習型のプログラミング授業では，e－1earning学習支

援システムを利用しはじめて4年目になる。毎年少しずつ教材の改善・追加

などを行ってきているが，さらによりよいものへと改善していく努力が必要

である。授業実践を通して，必要なツールの拡充やシステムの機能拡張など

をさらに検討していきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　付　記

　本研究は，平成18年度共同研究（代表者　北原俊一）の結果の一部である。
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